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mixi（ミクシィ）に代表されるインターネットのコミュ
ニケーションサイト「SNS（ソーシャルネットワーキング
サービス）」は、コミュニケーションを活発にするツール
としての役割を期待され、その結果「地域SNS」が
各地に誕生しました。㈶北海道開発協会では、公益事
業の一環として、平成18年秋から実験サイト「北海道
SNSどっとねっと」を開設し、地域SNSが地域の「機
能」と「力」を生み出すかを検証してきました。 8月
22日に㈶北海道開発協会の 6階ホールで開催された
フォーラムでは、グローバリゼーションの中に北海道と
地域を位置付けた上で、地域SNSの「地域力」への
貢献について、「どっとねっと」の参加者を核にして、
それぞれの体験に基づく熱い議論が行われました。
基調講演と、参加者の一人が「ジェダイ評議会」と

ネーミングした車座トークの一部を紹介します。

基調講演 1
グローバリゼーションの中の北海道と地域の活路

グローバリゼーションとは、人
間の本性そのものだ。人間の本性
は「より良い生活」「より美味し
いもの」「より楽しいこと」「新し
いこと」を求め、人類は発展して
きた。そういう意味ではグローバ
ル化というのは、ホモ・サピエン
スの時代から人類がやってきた
と言える。近年、グローバリゼー
ションが広く認知されるように
なったのは、ベルリンの壁の崩壊

とソ連の崩壊によって、東西の分割で世界を安定させ
てきた歴史的な政治的枠組みが崩壊したことと、パソ
コンが広く普及してソフトやワークステーションが進
歩したことがきっかけ。

1989年にティム・バーナーズ＝リーがhttpやwwwの
通信の技術を開発・公開したことで、世界がインター
ネットでつながり、物理的、距離、時間の壁がなくなっ
た。このグローバリゼーションはまさに大革命で、世
界が変わったと思わなくてはいけない。ウォールスト
リート事件やリーマンブラザーズの問題からグローバ
リゼーションに否定的な意見もあるが、これを元に戻
すのではなく、見据えてうまく使って先に進むことを
考えた方が建設的で生産的だ。そもそもウォールスト
リート事件やリーマンブラザーズの問題は経済事犯で
あり、グローバリゼーションそのものではない。グロー
バリゼーションは世界史の新しい段階で、地球を逆回
転できないように、巻き戻しはできない。パソコン、
インターネット、ジェット旅客機、大容量海底ケーブ
ル、衛星通信などをなくしてしまうことはもはや考え
られない。
その中で、北海道はグローバリゼーション時代、す

なわち、障害を取り除いて整地された世界規模の競技
場での個人、地域、企業の自由競争の時代を勝ち抜い
ていける根本的な強みがある。地方分権というのは分
国が本来の原理的な出発点。ヨーロッパで分権が進ん
でいるところは、かつて別の国だったところが生き抜
くために共生して連邦を作ったというところが多い。

インフォメーション❶

地域SNSフォーラム

地域SNSは「地域力」に貢献できるか
～北海道SNS「どっとねっと」の実験を踏まえて～
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日本でも、そういった分国意識が地方になければ、本
当の地方の自立や活性化は不可能だ。北海道は面積が
スイスの 2倍あり、人口はスイスの 3分の 2、地理的
な条件と、領土的なスペース、人を呼び集められるス
ペースなど、これから発展できるスイス人もうらやむ
ような大きな要因を持っていて、本当は自立できるだ
けの力を持っている。
また、他の地域にはない歴史的な自由さがあり、余

計なバラスト（底荷）を持っていないため、自分の未
来像を過去と関係なく自由に思い描ける心理的な自由
さを持っている。予め開けた心理的、精神的状況があ
る。北海道は、アルプス北側のヨーロッパと気候、作物
や樹種、四季の変化など似ている点が多く、ヨーロッ
パ的な産物が自然にできるところなので、食生活、住
生活も必然的に日本的でありながら、同時にヨーロッ
パの進んだ部分を共通項とした、新しい北海道的な展
開というものを考えてみることができるのではないか。
そういったことを考えていく上で、SNSは役立つ。か
つて夢でなかった現実はないように、みんなで夢を
語って夢（＝将来の現実）の設計を進めるのに、SNS
は最高のプラットフォームだ。

基調講演 2
「どっとねっと」の問題解決能力と生涯学習

掛川市で生涯学習をキーワード
にしたまちづくりに助役として 3
年間触れてきた。それ以来ブログ
を続けているが、これが日々の生
活の中で役に立ったり、彩りを添
えたり、悩みの種になっている。
良いことも悪いこともある中で、
答えがネットの中に見つかるのか
という観点で話しをしてみたい。
掛川市では、 1人ひとりが「自

分は何だ」「何をなすべきか」と
問いかけ合いながら学び続けるこ

とによって、健康に気をつかい、死ぬまで社会のさま
ざまなことに関心を持ち続けることが生涯学習だとし
ている。世の中、知識、自分の故郷、環境など、自分
が好奇心を持って勉強する関係性を作り上げること
が、日々の生涯学習の実践活動そのものになる。そう

いった好奇心を自分の中に取り入れて役立てることに
対して、どのようにインターネットを生涯学習に使え
るのかということがある。現代社会は情報爆発の時代
で、インターネットによっても、良いもの、悪いもの、
嘘や本当も含めて、情報が爆発的に増え続ける時代に
突入しているという認識を我々は持たなくてはいけない。
ブログやSNSなど、インターネットで誰もが簡単に
自分から情報を発信する能力を身につけたことで、個
人の能力は大幅に向上したが、情報を得るためにイン
ターネットをうまく使える人とそうでない人の情報格
差が大きくなり社会問題にもなりかけている。また、
情報を整理する力も求められるなど、インターネット
のリテラシーが大事になっている。リテラシーとは情
報を正しく利用するための能力のこと。情報に対する
ニーズを認識して、それに自分がたどり着けるか、ま
た手に入った情報に対しての真偽を考えられるか、情
報を管理できるか、自分が情報の新しい価値を生み出
すことができるか、そしてこうしたことを、文化的、
倫理的、経済的、社会的にどういう問題があるかを認
識しているか、こういったことを身につけなければイ
ンターネットの中でおぼれてしまう。
しかし良い部分としては、たくさんの人がインター
ネット社会に参加して、何がしかの一人一芸を持ち寄
ることで、知恵や大きな情報の塊「集合知」になる可
能性がある。インターネットは、そうした活動を極め
て容易にしたツール。インターネットによる問題解決
への道筋としては、インターネットへの参加の段階に
もいくつかの方法があり、ただ情報を探す段階から、
一歩踏み込んで掲示板やブログ、SNSなどに参加し、
さらにそこから討論や意見交換までできるようになる
と、リテラシーも向上して、問題解決の道筋につなが
る。インターネットによる問題解決のためには、多く
の情報を求めるには多くの参加者を求めなくてはなら
ないが、人数の大小にともなうコミュニケーションの
深度によって信頼の度合いが変わってくる。
その中でより質の高い情報を取得するためには、自
分自身のリテラシーの能力を高めることが必要。能力
が不足して踏み込めない部分については、信頼のでき
る人やサイトなど、関係性で補うという方法もあるが、
情報利用の最終的な責任は、常に自分自身にあるとい
うことを、覚悟しておかなくてはいけない。インター
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大塚　シリコンバレーが始まった
ころにアメリカに留学した時から
コンピューターを使い始め、パソ
コン通信もやっていた。インター
ネットは、留学した時の語学力を
維持したいと思い、インターネッ
トを通じて、アメリカのニュース
番組を視聴したり、英字新聞を読
んで、英語の勉強をするために使
うことが多い。

加藤　地域SNSでの議論が地域活
性化につながっているという事例
はしばしば見られる。ただ、その
ためには議論から実行に移すメン
バーの存在が不可欠。地域SNSの
中にそのようなメンバーが何人い
るのかということが、地域SNSが
地域に役立つかどうかという部分
の大事なポイントになってくると
思う。また、若い人のエネルギー
だけでは解決しないこともあるの

で、中高年の良質なコミュニケーションの場から出て
くる「知恵」を利用し、いかに地域を動かしていくの
か、地域のアイデンティティに絡んでいくのかという
部分も重要。
白鳥　SNSはmixiに入ったのが最
初。北海道から英国に移り住んで
15年ほど経っていたので、「北海
道の人と話しをしてみたい」と思
い、mixiのコミュニティで「どっ
とねっと」の存在を知って参加し
た。今となっては「どっとねっと」
は自分にとって日本と英国のイン
ターフェイスになっている。ネッ
トを介して臨場感が伝わるのは
SNSならでは。

ネットは、大きく踏み込んで参加をすれば大きな成果
が得られるが、少ししか参加しなければ小さな成果し
か得られない。そういった自覚を持ちながら、インター
ネットの中で自分がいかに貢献し、参加し、メリット
を得られるようになれるかが、インターネットによる
問題解決の一つの在り方ではないかと思う。

車座トーク
「どっとねっと」の実験サイトに参加して
草苅　地域SNS「どっとねっと」は、少子高齢化で人
口が減っても地域が元気に生き残るためのコミュニ

ケーションツールとして、地域で
役立つか、ということをテーマに
して開設した実験サイトだ。地域
の人を結ぶつながりの装置とし
て、ソーシャルキャピタルに役立
つのではないか、ということがこ
れまでの運営で見えてきた。しか
し、これまで「地域SNSが本当に
地域の役に立つのか」ということ
を正面から議論してきたことはな
かったので、今回のフォーラムは
利用者の生の声を聞ける良い機会

になる。日常的なアクティブライターとしてどのよう
な印象を持っているか。日頃の付き合い方と一緒にう
かがいたい。

稲垣　幌延町の小さな集落のお寺
に住んでおり、コンサートや絵本
展、子どもたちを集めての日曜学
校といったお寺での活動を「どっ
とねっと」で紹介している。いく
つかのSNSも登録していたが、現
在利用しているのは「どっとねっ
と」が一番多い。住んでいるとこ
ろがサロベツ原野なので、サロベ
ツ原野の暮らしぶりを主婦の目線
で日記にUPしている。
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三浦　定年退職後は生涯学習の
「道民カレッジ」で、主に「ほっ
かいどう学」というのを勉強して
いて、「どっとねっと」にも話題
提供としてUPしている。SNSは
「どっとねっと」のほかに、シニ
アの「スローネット」に入ってお
り、ほかには日本棋院ネットでイ
ンターネット碁を楽しんでいる。

宮田　オホーツク地方のNPO法
人でITと情報発信を行っている。
私たちの団体でも地域SNSに興味
があったので「どっとねっと」に
も登録させてもらい、その経験を
踏まえて「オホーツクコネクト」
という地域SNSサイトを開設し
た。「どっとねっと」は、コミュ
ニティや交流、信頼関係が密なの
が、他のSNSとは違う部分。

村上　私は道外出身者で道産子で
はないが、北海道には24年ほど住
んでいる。インターネットはカナ
ダ出身の夫が、カナダに住んでい
る友人との仕事やコミュニケー
ションのためのツールとして使い
始めた。自営業を営んでいるが、
そうすると人と出会うことが少な
いため、社会とのつながりが薄く
なって自分の精神的な均衡を保つ
のが難しくなるが、mixiでは規模
が大きすぎる。「どっとねっと」は、
同じ北海道に住んでいる人同士のヴァーチャルなソサ
エティという印象。

小林　八幡氏がテーマにしたグ
ローバリゼーションに伴う道州制
などの一連の議論は、現実問題と
して、人口減少が進む北海道に
とっては厳しい問題。地方圏とい
うのは困難な状況を抱えているが、
そういう状況の中でも、北海道に
住み続けたいと思わせるにはどう
すれば良いかということが大事。

八幡　グローバリゼーションで出てくるのは、競争に
よる格差。しかし、それは力だけの違いではなく、ク
オリティの違い。グローバリゼーションの時代こそ、小
さくてもクオリティの高いものを世界に知らせること
が大事で、インターネットに乗せて流すこともできる。
クオリティの競争なので、力の弱い者にもチャンスが
ある。その部分で、北海道がどう生き抜くかが大事。
小松　「物事」という言葉の「物」というのは実態で、
「物」の関係性が動いているのが「事」。インターネッ
トの世界では「事」を生み出すのに使われるが、それ
が付加価値を生むためには「物」に帰着させて、物が
売れるという行為につながって初めて実態が伴う。北
海道に関しても、地域SNSなどで、「事」を起こす中
で「物」の付加価値を生み出すということを真面目に
考えなくてはいけない。地域で盛り上がっているとい
うことが発信されていくことで、実体につながってい
く。最終的に「物」につながる「事」を起こすことに、
地域SNSが地域に役立つための一つの意味がある。
フロア　お話を聞いていて、このSNSで中高年中心の
コミュニティができていると感じた。自分も他県で地
域SNSの運営をしてきたので、参考になった。
草苅　「どっとねっと」を立ち上げた当初は、コミュ
ニケーションを補完するだけではなく、地域の物産を
情報発信するビジネス利用も視野に入れていた。小松
氏は、発信して実体につなげるのもゴールだとしたが、
改めて留意していきたい視点だ。
地域SNSは、これからの地域に役立つと八幡氏が明
言された。また、現実は夢のひとかけらとおっしゃっ
た。夢を語り設計するプラットフォームとして地域
SNS「どっとねっと」の実験は続けられたら良い。

（文責：開発調査総合研究所　齊藤）

追記：フォーラムの詳細は後日、㈶北海道開発協会のホームページに掲載
する予定です。また、関心のある方は、新規に登録され、運営に参加され
ることをお勧めします。
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